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古典資料・古文書の展示におけるＡＲ技術の利用 
－ <<古典ＡＲ>> の紹介 － 












































最大限に活用するため、デジタル展示は PNG の使用に切り替えた。大型 4k, 5k
モニタがコンシューマ向けにも製品化されてきた。しかしながら、保存目的に
デジタルアーカイブされた画像データの品質を十分再現できてはいない。例え
ば当館のデジタル化は 4 千万画素～8 千万画素で行っているが、それに比して
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タル情報を提供するのである。このようにＡＲ技術を駆使して原本との境界線
なく原本の鑑賞を可能にすることを実現しようと考えた。 
 平成 29 年当館特別展「伊勢物語のかがやき ― 鉄心斎文庫の世界 ―」にて
本稼働した<<古典ＡＲ>>、それに先立って試行してきたお試し<<古典ＡＲ>>で
開発・提供してきたＡＲを利用したデジタルコンテンツを紹介する。 



























図 1 デジタル単眼鏡のイメージ 





面名、そこで歌われている和歌が追加デジタル情報として提供される（図 2 右）。 
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図 3 屏風 








の特長を活かした（ＡＲらしい）コンテンツと言える。現代語訳は 1 字 1 字対
応はなく、意訳になっている。そこで背景透過を止め、暗い展示会場内でも読
み易い背景色にした（図 4 左）。 
 また伊勢物語は世界的にも有名な作品であり多くの国で翻訳されているの
で、英訳も併せて提供することにした。翻訳家 Peter MacMillan 氏から翻訳本
“Tale of Ise”(Penguin Classics)の使用許諾をもらい OCR で英訳テキストを作
成した。さらにＡＩの読上げソフトを使って英国英語の音声データ(mp3)に変
換し、英訳テキスト表示と読上げの再生を可能にした（図 4 右）。 
図 4 現代語訳、英訳テキスト表示と読上げ再生 
 実展示では 1. 見開きしか展示できない綴本、2. 一部しか展示できない巻
子、を補完するため、2 種類のデジタルコンテンツを開発した。 
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✧ 『嵯峨本』と『奈良絵本』の構図比較
江戸時代の古活字『嵯峨本』、これを倣ったと言われる構図が酷似の『奈良絵
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全ての絵図と、挿絵は各 1 図、絵巻はそれぞれ 2 図、1 図が対象となっている。 
リーフレット[1]から抜粋
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図 7 各作品の解説と人名ガイド 
キャプションをＡＲマーカーにし、演示されてから現場でテストをすると、
問題が起きた。展示ケースの中に置かれたキャプションはサイズが小さく、手










図 8 識別困難なキャプションの例 
３．お試し古典ＡＲ ― デジタル画像をかざす ― 
 特別展に先立ち、過去 3 回の特設コーナー展示で、お試し<<古典ＡＲ>>とし
て開発・展示・評価をしてきたので報告する。展示作品の形状、提供したい情










(東海道分間絵図上下巻) モニタ 30inch ｘ3 台(7680ｘ1600pix)
画像上巻 78,244ｘ1600pix 下巻 108,115ｘ1600pix PNG 形式 
図 9 東海道分間絵図上下巻 
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30 インチ 4k モニタ(3840ｘ2160 pix) 





























図 11 翻刻表示の例（スマホを使用） 
モニタ上に翻刻を表示
(新古今和歌集線歌草稿(断簡)) 
  4K モニタ 2829ｘ200pix PNG 形式 
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2 特別展示「伊勢物語のかがやき―鉄心斎文庫の世界―」 平成 29 年 10
月 10 日～12 月 16 日 専門的内容は基幹研究「鉄心斎文庫伊勢物語資料
の基礎的研究」メンバ 小林教授、小山准教授、恋田助教に教授いただい
た。コンテンツ作成は機関研究員の黄氏に協力いただいた。 
3.1 特設コーナー「眞山青果旧蔵資料展－その人、その仕事－」平成 28 年
12 月 1 日～17 日、29 年 1 月 16 日～24 日 専門的内容は青田准教授に教
授いただいた。 
3.2 特設コーナー「『新古今和歌集』とその周辺」平成 29 年 1 月 26 日～3 月
21 日 専門的内容は寺島教授（当時）にアドバイスいただいた。 
3.3 特設コーナー「アーカイブズが語る近世後期の多摩地域」平成 29 年 7
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